
三
重
県
障
害
者
セ
ン
タ

ー
や
人
権
セ
ン
タ
ー
、
三

重
県
警
一
身
田
交
番
近
く

の
五
六
川
（
ご
ろ
く
が
わ
）

は
治
水
対
策
の
一
環
と
し

て
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て

越
え
一
身
田
地
域
の

％

い
る
。
こ
の
場
所
は

８０

J
R

が
浸
水
す
る
こ
と
が
予
想

試
験
場
踏
切
の
目
の
前
に

さ
れ
て
い
る
。

あ
り
、
交
通
量
も
多
い
と

自
主
防
災
会
、
自
治
会
、

こ
ろ
で
あ
る
。
夢
が
丘
か

忌
々
し
い
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
１
年
５
ヶ
月
が
た
ち
、
今
な
お
、
東
南
海
地
震
な
ど
の
発
生
が
近
い
と
い

老
人
会
、
婦
人
会
、
商
工

ら
通
学
す
る
児
童
に
と
っ

う
現
況
に
対
し
、
私
た
ち
住
民
の
危
機
感
は
深
ま
る
ば
か
り
。
大
戦
争
で
失
わ
れ
た
膨
大
な
戦
費
に
も
似
て
、

会
、
青
年
団
、
一
身
田
消

て
は
「
危
険
地
帯
」
で
あ

そ
の
国
家
的
損
失
は
勿
論
の
こ
と
、
一
瞬
に
し
て
失
わ
れ
た
幾
万
も
の
人
命
な
ど
、
筆
舌
に
記
し
が
た
い
犠
牲

防
団
な
ど
日
頃
か
ら
そ
れ

り
、
し
か
も
、
大
雨
や
台

者
の
数
々
。
猶
予
を
も
た
ぬ
防
災
対
応
が
今
、
急
が
れ
て
い
る
。

ぞ
れ
の
地
区
で
防
災
に
関

風
時
に
は
し
ば
し
ば
冠
水

わ
っ
て
お
ら
れ
る
面
々
の

す
る
。

し
か
し
、
被
害
者
が
い
つ

一
層
の
活
動
が
期
待
さ
れ

一
小
南
グ
ラ
ン
ド
か
ら

で
あ
る
。
「
逃
げ
る
し
か
な

で
も
「
私
た
ち
自
身
」
で

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

旧
農
協
前
の
大
古
曽
地
区

が
解
消
さ
れ
る
。
一
日
も

い
」
と
い
う
全
く
お
手
上
げ

あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
こ

は
過
去
何
回
も
床
下
浸
水

早
い
完
成
が
待
た
れ
る
。

ひ
と
口
に
災
害
と
い
っ

場
所
、
規
模
を
問
わ
ぬ
ま

の
行
政
指
導
で
あ
る
。

の
際
、「
ヤ
ル
シ
カ
ナ
イ
」

被
害
に
あ
っ
て
い
る
。

て
も
、
そ
の
起
因
は
竜
巻

ま
、
急
遽
キ
バ
を
向
け
て

東
日
本
大
震
災
後
、
国
も
地

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

８
月
現
在
、
五
六
川
の

や
台
風
な
ど
多
岐
に
わ
た

く
る
か
ら
で
あ
る
。

方
も
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
に
「
自

①
自
助

自
分
で
で
き
る

橋
は
完
成
さ
れ
、
水
路
の

る
。
し
か
し
、
そ
の
最
た

こ
れ
に
対
し
、
私
た
ち
の

主
防
災
」
を
叫
ぶ
よ
う
に
な

こ
と
は
自
分
で
や
る
。

整
備
、
電
気
、
電
話
、
ガ

高
田
本
山
通
り
を
中
心
と

る
も
の
は
、
地
震
と
津
波

防
御
力
は
極
め
て
脆
弱
。

っ
た
。
「
今
更
」
と
い
う
気

②
共
助

自
治
会
や
防
災

ス
管
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整

し
た
寺
内
町
整
備
は
平
成

で
あ
る
。
発
生
が
時
間
・

と
く
に
津
波
に
到
っ
て
は

が
し
な
い
で
も
な
い
。

一
番
気
に
な
る
津
波
に
つ

会
な
ど
地
域
住
民
で
助
け

備
を
行
っ
て
平
成

年
度

年
に
第
１
期
工
事
が
終

２５

２３

い
て
、
一
身
田
の
被
害
を

合
う
。

中
に
は
完
成
の
見
込
み
。

了
。
秋
か
ら
第
２
期
工
事

想
定
し
て
み
よ
う
。

③
公
助

地
震
発
生
か
ら

橋
の
建
設
の
た
め

状
に

と
し
て
、
百
五
銀
行
や
商

S

一
身
田
の
標
高
に
つ
い

避
難
場
所
へ
の
公
的
援
助

な
っ
て
い
る
迂
回
路
は
こ

店
街
な
ど
の
地
域
残
り
す

て
は
大
部
分
地
域
が
２
ｍ

に
は
３
日
間
は
か
か
る
だ

の
秋

月
頃
ま
で
に
元
通

べ
て
工
事
に
入
る
。
側
溝
、

１０

～
４
ｍ
と
低
い
。
東
海
、

ろ
う
と
云
わ
れ
て
い
る
。

り
復
元
す
る
。
（
津
北
工

電
柱
、
電
話
線
な
ど
の
イ

東
南
海
、
南
海
、
三
つ
の

ま
た
、
住
ま
い
の
近
く
に

事
事
務
所
建
設
維
持
担
当

ン
フ
ラ
整
備
、
道
路
整
備

地
震
が
連
動
し
て
発
生
し

あ
る
広
場
な
ど
一
時
避
難

佐
藤
氏
）

を
行
う
。
道
路
は
本
山
通

た
場
合
、
そ
の
震
度
は
７
．

場
所
へ
避
難
し
、
態
勢
を

五
六
川
改
修
の
完
成
に
よ

り
と
同
様
。
完
成
は
平
成

５
。
一
部
地
域
で
は
液
状

整
え
る
。
市
指
定
の
学
校

っ
て
冠
水
の
解
消
、
浸
水

年
度
中
（
同
事
務
所
）
。

２４

化
現
象
で
家
屋
の
倒
壊
、

な
ど
地
区
指
定
避
難
場
所

火
災
発
生
も
起
こ
り
う

な
ど
高
い
所
に
避
難
す
る
。

る
。
そ
の
後

分
程
で
津

い
つ
来
て
も
お
か
し
く

５０

波
が
志
登
茂
川
を
逆
流
し

な
い
東
南
海
地
震
。
「
高

て
く
る
と
云
う
。
津
波
は

い
と
こ
ろ
に
逃
げ
る
」
事

志
登
茂
川
の
堤
防
を
乗
り

を
心
が
け
よ
う
。

カ
ラ
オ
ケ
等
々
。
今
年
は

一
身
田
地
区
社
会
福
祉

新
た
に
日
本
ク
ラ
ウ
ン
レ

協
議
会

一
身
田
地
区
体
育
振
興

子
１
．
８
㎞
の
「
ロ
ー
ド

「
一
年
を
通
じ
て
最
も
過

さ
ん
は
参
加
を
呼
び
か
け

コ
ー
ド
所
属
の
歌
手
玉
木

会
長

望
木
幹
雄

記

会
（
会
長

森
錦
一
）
は

レ
ー
ス
」
、
威
信
と
誇
り

ご
し
や
す
い
こ
の
時
期
に

て
い
る
。

英
理
子
さ
ん
、
津
出

月

日
（
日
）
一
身
田

を
か
け
た
「
各
種
団
体
別

身
体
を
動
か
そ
う
！
」
と

雨
天
中
止

１０

１４

身
の
マ
ジ
シ
ャ
ン

小
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
第

対
抗
リ
レ
ー
」
、
未
来
の

実
行
委
員
長
の
小
田
芳
延

予
備
日

月

日
（
日
）

T

３８

１０

２１

＆

横
井
徹
さ
ん
、

回
町
民
大
運
動
会
を
開
催

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
夢

Y
高
虎
太
鼓
の
グ
ル
ー

す
る
。

の
種
目
別
競
技

見
る
「
男
女
子
ど
も
リ
レ

２４

プ
な
ど
変
化
に
満
ち

が
あ
り
、
一
身
田
町
民
な

ー
」
、
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
を

今
年
も
恒
例
の
「
敬
老

興
と
発
展
を
成
し
遂
げ
た

に
花
を
咲
か
せ
て
盛
り
上
が

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用

ら
誰
で
も
自
由
に
参
加
す

満
喫
す
る
一
日
と
な
る
。

の
つ
ど
い
」
を
９
月

日

立
役
者
で
あ
る
高
齢
者
の

っ
て
貰
う
の
も
一
つ
の
大
き

意
し
ま
し
た
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

参
加
者
も
例
年
延
べ
２
，

１６

（
日
）
大
古
曽
の
人
権
セ

ご
長
寿
と
、
ご
健
康
を
お

な
目
的
で
あ
り
ま
す
。

ご
期
待
い
た
だ
き
、

例
年
人
気
の
高
い
「
釣

０
０
０
人
～
３
，
０
０
０

ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
行
い

祝
い
す
る
事
が
メ
イ
ン
で

「
敬
老
の
つ
ど
い
」
で
恒
例

ご
近
所
お
誘
い
の
上
、

り
バ
カ
日
誌
」
や
、
笑
い

人
の
方
が
参
加
す
る
大
イ

ま
す
。

す
。
同
世
代
の
旧
友
と
元

と
な
っ
て
い
る
一
身
田
中
学

多
数
の
皆
さ
ん
の
お

あ
り
、
涙
あ
り
の
「
障
害

ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

戦
後
極
度
に
混
乱
し
た

気
な
顔
を
合
わ
せ
て
い
た

校
吹
奏
楽
部
生
徒
の
皆
さ
ん

越
し
を
お
待
ち
致
し

物
競
走
」
、
老
人
と
幼
稚

競
技
種
目
の
参
加
者
に

時
代
を
経
験
さ
れ
、
そ
の

だ
き
、
お
互
い
の
近
況
と

の
演
歌
メ
ド
レ
ー
、
地
元
顔

ま
す
。

園
児
８
人
一
組
の
「
老
幼

は
、
そ
れ
ぞ
れ
参
加
賞
や

後
、
日
本
が
驚
異
的
な
復

か
頑
張
っ
た
頃
の
思
い
出

見
知
り
の
皆
さ
ん
の
踊
り
、

リ
レ
ー
、
男
子
３
㎞
、
女

特
別
賞
を
用
意
す
る
。

一 身 田 の 新 聞 平成２４年９月号



回
目
を
迎
え
る
寺
内

吹
奏
楽
部
の
演
奏
パ
レ
ー

特
別
参
加
と
し
て
、
市
内

我
が
町
も
例
外
で
は
な

近
寄
ら
な
い
こ
と
。

１６
町
ま
つ
り
が

月

日

ド
、
よ
さ
こ
い
踊
り
が
場
を

分
部
町
の
唐
人
踊
り
・
し
ゃ

く
、
水
に
は
度
々
悩
ま
せ

あ
ら
ゆ
る
天
災
は
地
球

１１

１８

（
日
）
高
田
本
山
周
辺
で

盛
り
上
げ
る
。

ご
馬
、
中
野
の
「
お
し
っ
さ

ら
れ
ま
し
た
。

上
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

行
わ
れ
る
。
町
民
参
加
型

高
田
本
山
唐
門
前
駐
車
場

ん
」
を
予
定
し
て
い
る
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な

暴
風
雨
、
異
常
高
温
、
異

の
同
ま
つ
り
は
、
中
学
生
、

の
特
設
会
場
付
近
で
は
、
高

「
全
く
の
手
作
り
の
ま
つ
り

し
」
。
地
区
に
よ
っ
て
災

常
低
温
、
竜
巻
突
風
、
地

高
校
生
が
企
画
・
構
成
か

田
高
校
家
庭
部
の
カ
フ
ェ
シ

と
し
て

年
目
を
迎
え
る
。

台
風
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
防

云
う
表
現
が
曖
昧
に
な
り

前
線
の
影
響
を
受
け
、
未

害
の
種
類
は
違
い
ま
す

震
、
津
波
、
挙
げ
た
ら
切

１６

ら
発
表
、
販
売
な
ど
全
面

ョ
ッ
プ
、
津
子
ど
も

見
る
も
良
し
。
参
加
す
る
も

風
、
防
災
の
準
備
は
万
全

ま
し
た
。

曾
有
の
雨
量
で
九
州
地
方

が
、
山
地
の
方
は
裏
山
を
、
り
が
な
い
ほ
ど
あ
り
ま

N
P
O

的
に
支
え
て
い
る
。

セ
ン
タ
ー
の
カ
レ
ー
ハ
ウ

良
し
。
一
身
田
再
発
見
の
起

で
す
か
？

今
年
は
６
月
か
ら
台
風
４

や
近
畿
、
東
海
地
方
で
は

川
の
近
く
の
方
は
流
れ
と

す
。
日
頃
か
ら
訓
練
を
重

子
ど
も
み
こ
し
や
高
田
幼

ス
、
有
志
で
作
る
千
人
分
の

爆
剤
に
な
れ
ば
！
」
と
実
行

お
野
菜
や
フ
ル
ー
ツ
に
旬

号
が
足
早
に
日
本
を
襲
い

幾
度
も
水
害
や
土
砂
災
害

水
量
を
、
平
地
の
方
は
側

ね
て
町
内
の
皆
さ
ん
の
絆

稚
園
児
の
鼓
笛
隊
、
一
中

豚
汁
は
、
お
に
ぎ
り
付
き
で

委
員
長
の
岡
幸
男
さ
ん
は
話

の
意
識
が
薄
く
な
っ
た
よ

ま
し
た
。
ま
た
、
台
風
と

に
襲
わ
れ
、
多
数
の
被
害

溝
は
常
に
流
れ
て
い
ま
す

を
し
っ
か
り
と
結
び
ま
し

２
０
０
円
。
そ
れ
ぞ
れ
手
作

さ
れ
る
。

う
に
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
と

表
記
さ
れ
な
く
と
も
梅
雨

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

か
。
日
々
観
察
を
怠
ら
ず
、
ょ
う
。

り
の
味
を
楽
し
む
の
も
一
興

避
難
行
動
を
早
め
早
め
に

大
難
は
小
難
、
小
難
は

で
あ
る
。

地
区
の
民
生
委
員
・
児
童

実
行
し
て
下
さ
い
。
一
旦

無
難
で
あ
り
ま
す
よ
う

本
山
通
り
は
、
香
具
師
の

委
員
が
高
齢
者
実
態
調
査

水
が
溢
れ
た
ら
そ
の
場
に

に
。

焼
き
そ
ば
や
ク
レ
ー
プ
、
な

に
伺
っ
た
時
に
尋
ね
ま
す
。

つ
か
し
の
ゲ
ー
ム
、
市
内
各

希
望
が
あ
れ
ば
申
し
込
ん

地
よ
り
の
物
産
販
売
会
、
北

で
下
さ
い
。
調
査
用
紙
記

海
道
上
富
良
野
町
の
北
海
道

入
の
お
手
伝
い
を
民
生
委

物
産
展
、
商
工
会
バ
ザ
ー
な

「
絆
の
バ
ト
ン
」
と
は
、
災

入
れ
て
冷
蔵
庫
に
保
管
し

津
市
か
ら
社
会
福
祉
協
議

員
・
児
童
委
員
が
さ
せ
て

ど
が
出
店
予
定
。

害
時
に
役
立
て
る
た
め
に
、

て
も
ら
う
シ
ス
テ
ム
の
こ

会
（
社
協
）
へ
負
託
さ
れ

い
た
だ
き
ま
す
。

才
以

８０

文
化
的
催
し
物
も
盛
り
沢

才
以
上
で
、
一
人
住
ま
い

と
で
す
。

ま
し
た
。

月
下
旬
か
ら

上
の
ご
夫
婦
の
み
で
の
方

恒
例
の
「
一
身
田
盆
踊

懸
案
で
あ
っ
た
寺
町
通
り

７５

１０

山
で
あ
る
。
盆
栽
展
や
山
野

の
方
に
、
急
病
や
災
害
時
に

に
も
適
用
さ
れ
ま
す
。
希

り
大
会
」
は
、
雨
の
た
め

の
カ
ラ
ー
舗
装
と
側
溝
改

草
の
展
示
・
販
売
、
高
田
本

少
し
で
も
早
く
救
急
医
療
が

望
者
は
地
区
の
自
治
会
長

一
日
に
絞
っ
た
８
月

修
が
一
応
完
成
し
た
こ
と

１２

山
宝
物
館
の
開
放
、
人
権
セ

受
け
ら
れ
、
家
族
や
親
族
に

ま
で
届
け
て
下
さ
い
。

日
、
新
装
と
な
っ
た
寺
町

か
ら
、
こ
れ
を
記
念
し
て

ン
タ
ー
の
パ
ネ
ル
展
、
身
障

連
絡
が
取
れ
る
よ
う
に
救
急

尚
、
同
一
敷
地
内
に
家
族

通
り
に
約
４
０
０
人
の
老

の
新
会
場
に
よ
る
盆
踊
り

者
セ
ン
タ
ー
作
品
展
、
俳
句

情
報
用
紙
に
書
き
込
み
、「
絆

や
親
族
が
住
ん
で
い
る
場

若
男
女
の
踊
り
子
が
集
ま

大
会
と
な
っ
た
。
「
東
京

会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
。

バ
ト
ン
」
と
呼
ば
れ
る
筒
に

合
は
、
適
用
外
で
す
。

り

、
盛
大
に
開
か
れ
た
。

音
頭
」
な
ど
盆
踊
り
定
番

課
題
に
取
り
組
む
上
で
は
、
で
き
る
予
防
策
と
し
て
は
、

住
ま
い
方
の
安
全
点
検
」
を

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
行
し
、

の
他
、
極
津
ら
に
よ
る
ヨ

国
・
県
・
市
の
行
政
や
関

ま
ず
我
が
家
の
耐
震
補
強
工

提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
市
民
の
立

も
ち
ろ
ん
住
民
も
積
極
的

サ
コ
イ
踊
り
な
ど
３
時
間

東
日
本
大
震
災
の
経
験
か

係
機
関
、
専
門
家
の
役
割

事
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か

大
地
震
で
タ
ン
ス
が
倒
れ

場
で
で
き
る
対
策
も
、
地

に
協
力
す
れ
ば
、
将
来
、

に
わ
た
り
会
場
を
盛
り
上

ら
、
今
、
国
民
の
防
災
へ

が
極
め
て
重
要
で
す
。

し
、
持
ち
主
の
費
用
負
担
が

て
下
敷
き
に
な
れ
ば
、
建
物

域
で
組
織
的
に
、
専
門
家

巨
大
地
震
に
襲
わ
れ
た
と

げ
た
。
催
し
で
は
一
寿
会

の
意
識
は
か
っ
て
な
い
ほ

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、

大
き
い
た
め
な
か
な
か
進
ん

が
倒
壊
し
な
く
て
も
家
族
が

や
事
業
者
さ
ん
の
協
力
も

き
、
市
内
で
は
甚
大
な
被

志
登
茂
第
二
自
治
会
の

点
を
置
い
て
い
る
。

の
応
援
を
得
て
、
参
加
者

ど
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
わ

住
民
の
生
活
に
身
近
な
安

で
い
な
い
の
が
実
情
で
す
。

死
ぬ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
閉

受
け
て
取
り
組
め
ば
、
絶

害
が
発
生
し
た
が
一
身
田

自
主
防
災
は
一
身
田
地
区

志
登
茂
団
地
内
の
第

ら
へ
の
抽
選
会
も
開
か

た
し
た
ち
の
津
市
で
も
、

全
に
つ
い
て
は
、
住
民
の

行
政
が
補
助
金
や
強
制
力
あ

じ
こ
め
ら
れ
逃
げ
ら
れ
な
く

大
な
効
果
を
上
げ
る
こ
と

で
は
死
者
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
、
連
合
自
治
会
、
一
身
田
地

二
、
第
三
自
治
会
、
自
主

れ
、
当
た
っ
た
人
た
ち
の

東
海
・
南
海
・
東
南
海
地

目
線
と
感
覚
で
、
住
民
の

る
対
策
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ

な
く
な
っ
て
火
の
手
に
襲
わ

が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、

と
い
う
奇
跡
を
起
こ
す
こ

区
自
主
防
災
協
議
会
の
下

防
災
会
と
の
協
調
と
連
携

笑
顔
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
、

震
が
連
動
し
て
発
生
し
た

立
場
か
ら
考
え
、
住
民
み

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
れ
れ
ば
、
怪
我
で
は
済
ま
な

そ
の
取
り
組
み
が
浸
透
す

と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

部
組
織
と
し
て
平
成

年

を
保
ち
、
情
報
の
共
有
化

初
め
て
の
試
み
と
し
て

１１

場
合
に
は
、
深
刻
な
被
害

ず
か
ら
が
取
り
組
む
、
そ

家
具
の
固
定
は
、
建
築
基
準

い
悲
惨
な
こ
と
に
な
っ
て
し

る
と
、
「
家
具
を
固
定
し

ん
。
そ
の
と
き
一
身
田
の

に
立
ち
上
げ
た
。

や
年
２
回
の
合
同
訓
練
。
「
仮
装
大
会
」
も
開
か
れ
、

組
織
を
立
ち
上
げ
る
に
あ

資
材
や
機
材
の
融
通
、
災

自
治
会
役
員
、
諸
団
体
代

た
り
、
当
時
の
自
治
会
長

害
活
動
時
の
応
援
。
消
防

表
、
住
民
の
方
で
大
い
に

が
中
心
と
な
り
、
各
組
毎

署
の
指
導
で
初
期
消
火
、

会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

に
趣
旨
説
明
と
意
見
交
換

救
命
・
救
護
訓
練
。
地
震

会
を
も
っ
た
。
そ
の
後
、

体
験
車
に
よ
る
体
感
会
。

自
主
防
災
要
領
を
作
成
し
、
三
重
大
学
准
教
授
川
口
氏

「
一
身
田
の
町
お
こ
し
に

防
災
組
織
を
班
別
に
分
け
、
を
招
い
て
の
講
演
会
。
防

少
し
で
も
役
に
立
て
ば

①

情
報
収
集
班
②
初
期
消

火
用
品
、
非
常
食
品
の
展

䢭
」
。
そ
ん
な
気
持
ち
で

が
発
生
す
る
だ
ろ
う
と
言

う
い
う
姿
勢
も
大
事
な
こ

法
の
よ
う
な
法
的
な
規
制
力

ま
い
ま
す
。
た
か
だ
か
家
具

て
安
心
し
た
け
ど
、
や
っ

人
は
言
う
で
し
ょ
う
。
「
こ

火
班
③
避
難
誘
導
班
④
救

示
即
売
会
。
津
市
の
ボ
ラ

有
志
が
集
ま
り
、
か
か
る

わ
れ
て
い
ま
す
。
巨
大
地

と
で
す
。

が
及
び
ま
せ
ん
し
、
個
人
の

の
固
定
な
ど
と
侮
っ
て
は
い

ぱ
り
建
物
も
壊
れ
な
い
よ

れ
は
奇
跡
な
ん
か
じ
ゃ
あ

出
・
救
護
班
と
分
担
を
決

ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に
よ

新
聞
発
刊
を
決
め
ま
し

震
の
発
生
は
避
け
る
こ
と

大
地
震
に
よ
る
死
傷
者

住
ま
い
方
や
意
識
次
第
と
い

け
ま
せ
ん
。
家
族
の
命
を
あ

う
補
強
し
て
お
こ
う
」
と

り
ま
せ
ん
。
地
域
の
人
た

め
た
。

る
家
具
の
転
倒
防
止
器
具

た
。
何
と
言
っ
て
も
素
人

が
で
き
ま
せ
ん
が
、
被
害

の
主
な
原
因
に
挙
げ
ら
れ

う
と
こ
ろ
も
あ
る
た
め
、
行

な
た
が
確
実
に
救
う
こ
と
に

い
う
意
識
が
芽
生
え
、
住

ち
が
み
ん
な
で
安
全
な
住

構
成
員
は
各
組
よ
り
５
名

の
取
り
付
け
な
ど
の
活
動

集
団
の
新
聞
製
作
で
す
。

を
で
き
る
だ
け
抑
え
る
こ

る
の
は
（
津
波
を
除
け
ば
）
、
政
主
導
で
は
進
め
に
く
い
面

な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で

宅
の
耐
震
強
化
が
進
む
こ

ま
い
と
街
を
作
っ
て
き
た

選
出
し
、
防
災
会
会
長
を

を
行
っ
て
い
る
。

お
恥
ず
か
し
い
限
り
で

と
、
未
然
に
防
ぐ
こ
と
は

①

ビ
ル
や
住
宅
の
倒
壊
・

が
あ
り
ま
す
。

す
。
ま
た
、
専
門
家
の
ア
ド

と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

か
ら
で
、
誰
も
死
な
ず
に

は
じ
め
と
す
る

名
体
制

す
。
皆
様
の
お
力
を
拝
借

６７

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し

崩
壊
、
②
市
街
地
火
災

、

以
上
を
踏
ま
え
、
市
民
主

バ
イ
ス
を
受
け
て
住
ま
い
方

ん
。
自
治
会
で
、
あ
る
い

済
ん
だ
の
は
当
然
な
ん
で

を
敷
い
た
。
自
治
会
長
や

私
た
ち
は
数
多
く
の
訓

し
、
立
派
な
新
聞
に
育
っ

ょ
う
か
。

③

建
物
内
で
の
家
具
の
転

導
で
、
市
民
の
立
場
か
ら
で

（
家
具
の
配
置
、
寝
る
場
所

は
有
志
に
よ
る
実
行
委
員

す
よ
」
と
。

そ
う
言
い
た

組
長
な
ど
は
一
年
で
交
代

練
を
通
じ
、
防
災
意
識
の

て
い
く
よ
う
念
じ
て
い
ま

「
防
災
」
「
安
全
な
ま
ち

倒
・
落
下
の
３
つ
で
す
。

き
る
対
策
と
し
て
、
「
各
家

な
ど
）
を
工
夫
す
る
だ
け
で

会
が
主
体
と
な
っ
て
、
地

い
で
す
よ
ね
。
言
え
る
よ

す
る
た
め
「
幹
事
」
を
設

向
上
と
「
命
を
守
る
」
意

す
。
ご
意
見
を
お
寄
せ
下

づ
く
り
」
と
い
う
大
き
な

そ
れ
ら
に
対
し
て
個
人
で

庭
に
お
け
る
家
具
の
固
定
と

も
、
家
族
の
安
全
を
一
層
高

域
全
体
で
こ
の
よ
う
な
プ

う
に
し
ま
せ
ん
か
。

け
、
継
続
す
る
こ
と
に
力

識
の
向
上
に
邁
進
す
る
。

さ
い
。
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